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自 ら の 生 活 を 見 直 し,

主 体 的 に 実 践 す る 児 童 の 育 成

「食物」領域の指導を通 して

1研 究主 題 設 定 の理 由

小学校家庭科 においては,衣 ・食 ・住 ・家族 にかか わる知識 や技能 を家庭生活 と直接結 び

付 け,自 らの生活 をよ り豊 かに楽 しく創造 し,家 族の一 員 として よ りよい生活を営む ことが

で きる力 を育 て ることを 目的 と してい る。 そのたあには,児 童が興味 ・関心を もって意欲的

に学習す る過程 を通 して,日 常生活 に必要 な知識 や技能 を身 に付 け,家 庭生活を向上 させ る

実践 的な力 の育成 が大切 であ る。 この ことは,激 しく変 化す る社会や家族の在 り方 に対 し,

児童 自 らが主体 的に対 応す る能力を育て る学校教育 の 目標 につなが る もの と考え る。

「食物 」領域 は児童 の興味 ・関心の高 い領域 であ るが,や や もす ると 「作 って食べ る」 こ

とに興味が流 れやす く,日 常 の食 生活を見 直すまでには至 って いない実情が ある。 また,児

童 の様子 を見 ると,健 康 を考えて食 べ るとい うよ りも,何 とな く好 きな物を好 きな時 に食べ

て い るとい う傾 向 も見 られ る。そのため,児 童の食生活 の実態で は,「 朝食を しっか り食べ

ないまま登校す る。」 「好 き嫌いが多い。 」 「スナ ック菓子 などの買 い食 いによ り塩分や糖

分 を とり過 ぎる。」な どが問題点 と して挙 が ってい る。

また,家 事 の合理化や軽便化で家庭生活 に対す る意識 も大 きく変わ り,家 事労働 に費やす

時 間は短縮 されたが,そ の一方で,「 家族 揃 って食事 をす ることが少 ない。 」 「子供 だけで

食事 を とる回数 が増 えた。」 「出き合いの食品で食事 を済 ませ る。 」などの実態 も増 えて い

る。

児童 の買物 に関す る実 態調 査によれば,買 物 の経験 は豊富で あ り消費者 としての役割を担

ってい ることが 分か る。また,自 分で買物 に行 くところ として 「コンビニエ ンスス トアの利

用 」が第1位 に挙げ られてい る。売 り手 と買い手 の情報 のや りとりが多 い小売店 に比べ,コ

ンビニエ ンスス トアでは 自らの情報 に頼 って一方 的に食 品を購入 しが ちで ある。 しか も購入

す る時に気を付 け ることの調 査で は,新 鮮 な食品を買い求 め る一方で 「安 い。 」 「おい しそ

う。 」 「おまけがあ る。」 「テ レビで宣伝 していた。 」な どの外見 的あ るいは表面 的な理 由

で購 入 し,品 質 表示な どはあま り見ていない ようであ る。

このよ うな実 態を踏 まえ,児 童 自 らが健 康であ るために どのよ うな食物 を とることが望 ま

しいかを考 え,食 生 活を見直 して,進 んでよ りよい食生活 が実践 で きる力 を身 に付 ける こと

が必要 であ ると考えた。そのたあ には,児 童が興 味 ・関心を もち,自 分 の考 えや思 いを生か

して基礎 的な知 識や技能を身 に付 けてい くことが大切 であ ると考えた。 また,テ レビやマス

コ ミな どによ る情報 に振 り回 され ることな く,消 費者 と して情報 を主体 的に選択で きること

も必要で あ る。

児童が 「自 らの生活 を見直 し,主 体的に実践 す る」 ことがで きるたあに,児 童の発見や願

いを大切 に し,学 習 した ことを実際の生活 に生 かせ る授業 の確立 を目指 し
,研 究を進 めるこ

とと した。
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1 研究の基本的な考え方

研 究主 題に迫 るたあ,下 図の よ うな研究構想をたて た。

研 究の推進 に当た って は第5学 年分科会 と第6学 年分科 会に分かれ,そ れぞれ実態調査 を

もとに,教 材 ・教 具や学習 資料 の工夫 ・改善,指 導 の工 夫な どを図 った。

研 究 の 構 想 家 庭 科 の 教 科 目=標

ム巳童 の 実 態

・食物学習には興味をも

ち意欲的である。
・実習 したことは多 くの

児童が家庭でも実践 し

ようとする。

「作って食べる」こと

には興味をもつが,栄

養的な知識が定着 しに

くい。
・食品に関する情報を選

択 した り,上 手に活用

したりすることが十分

にできていない。
・学習態度が受け身で創

意工夫 してい くことが

少 ない。
・家事作業に携わる機会

が減少 し,家 庭での実

践経験は少ない。

「食 物 」 領 域 の 目 標

研 究 主 題

自らの生活を見直し,主 体的に
実践する児童の育成

一 「食物」領域の指導を通して一

よりよい食生活に気付 き,日 常生活

での主体的な実践につなげる指導法の

工夫

基 本 的 な 考 え 方

主体的に実践する力を育てるために

①食生活での自分の課題意識をもつ。

②基礎的 ・基本的な知識 ・技能を身に

付ける。

③進んで実践 しようとする意欲を高め

る。

方

目指 す 児 童 像

・食生活に関心をもち,自

分の身の回りの生活に目

を向け考える子。
・自分の生活の中で課題 を

見つけ,創 意工夫 してい

く子。
・消費者としての視点をも

つ子。
・学習 したことを日常生活

の中で実践する子。

指導法の工夫 … ①児童が意欲的に授業に取 り組むために題材の配列を工夫する。

②教材 ・教具を工夫 し,そ の効果的な使用法を考える。

実践の場の … ① 自らの生活を見直 し,実 践的 ・体験的活動を充実するような場

設定の工夫 の設定を工夫する。

授
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皿 研 究 内 容

1実 態調査

(1)調 査 目的 児童 の食生活 に関する知識,お やつや買 い物の実態な どを調査 し,「 食物」 に

おけ る 「自 らの生活 を見直 し,主 体的 に実践す る児童の育成」の指導のための

基礎 資料 とす る。

(2)調 査対象 都 内公立小学校11校 の第5学 年873名,第6学 年858名,合 計1731名

(3)調 査時期 と方法 平成6年7月 上旬 質 問紙法 による無記名調査

(4)調 査結果 と考察

く第5学 年分科会 にかか わる調査>

5学 年対象 ● 結果*考 察

ア あなたは,お やっを食 べ ますか。

その他、、 ● 「ほ とん どおやつを食 べない」 と答 えた児童 は17%で,

ほと

%

大体 の児童が 「おやつを食べ る」 と答 えて いる。

*「 お や つ を 食 べ る」 と答 え る児童 が 多 い こ とか ら,お や つ

は,児 童 の 食 生 活 の 一 部 分 を担 って い る と思 わ れ る。

イ お や っ は,ど ん な もの で す か 。

ウ おやつを買 うとき,だ れが

選ぶ ことが多 いですか。

そ獺

● おやっ は手作 り品 は少 な く,市 販の物が多 い。

*市 販の物 を購入 して,手 軽 に間 に合わせ る傾向がみ られ

るので,家 庭 にあ るもので も,少 し手 を加えれば おやつに

な ることを気付 かせてい きたい。

の人や自那
13%

● 自分 でおやつを選 んで買 うとい った

経 験を多 くもつ児童が50%近 くいる。

エ あ な た は,ど の よ うな こ とで,お や っ を

選 び ま す か。(自 由選 択)

70%L_一__一 一__一 一一一__一 一_

1隔壷藍二
お 量 賞 見 お 宣 品 そね

だ い 味 た ま 伝 質,の
ん し 期 目 け な 他

問 どさ

● 「ね だ ん 」 「お い しさ 」 を あ げ る児 童 が

60%以 上 と多 い。

*消 費者の一員 と して,児 童 も物の購入 にかかわ ってい る実態か ら,

よい商品の見分 け方な どを指導 して い く必要が ある。

品質表示など,よ り
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オ よ く食 べ る,好 きなおやつ は何ですか。

6謹1一一一一二 降=二=二 二==土

1ト蚕i蔑 監r柔
ご ケ プ ス あ チ ガ ア く
は1リ ナ キめ ヨ ム イ だ
ん キ ン ツ ヤ コ 類 ス も
・ 類 類 ケ ラ レ 類 の

バ か メ1
ン し ル ト
類 類 類 類

力 よ く飲 む 飲 み 物 は 何 で す か 。

(総合)

40%
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魚
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(自 由記述)

● 児童の多 くが好んで食べて いるの は,ス

ナ ック菓子類である。

*市 販の物 を利用 したおやっが多 いことを

裏づけた結果 とな って いる。

(よ く飲 む 順 に,3っ ま で記 述)

(第1位のみ)
その他5%

鍛 ・・∫黛 、

幣`熱 識 叢

水

窯

そ

の
他

叢
一一一一一
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茶

ス
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ツ
飲
石科

圏

　
水

量

緑
萎

茶
類

口
幽

牛
乳

よ`とつやおい悪りつやおい良に体

!5%

10

5

0

● 量 的 に多 く飲 まれ るの は

お茶 ・麦 茶 類 で あ るが,牛

乳,炭 酸 飲 料,ジ ュ ー ス も

1よ く飲 まれ て い る・

*量 が多 い時 には,糖 分の

少 ない ものを与え ようとす

る親の働 きか けが あるので

はないか。

どん な もの だ と思 い ます か。(3っ まで 自 由記 述)

よ い理 由:① カ ル シウ ム,ビ タ ミ ン入 り

② 栄 養 が あ る

30%-

20

10

0

99且 且 園一EiL[LTm
ゼ
リ
ー

の
ど
あ
め

小
魚
一刀
ム
す

る
め

さ
き

い
か

ビ
タ
ミ
ン

入
り
食
品

く
だ
も
の

カ
ル
シ
ウ

ム

入
り
食
口口

牛

乳
ヨ
ー
グ
ル
ト

せ
ん

べ
い

　 　 ロ ヨ
ポ チ ス 炭 ガ あ ケ ジ ア 駄

をテ ヨ ナ 酸 ム め1ユ イ 菓
ト コ ツ 飲 キ1ス 子

話チ レ ク 料 ス ケ
ッ1菓 リ ん

プ ト 子1

ス ム

● あ ごが 強 くな る 「せ ん べ い 」や,

臨

③歯応 え,あ ごが強 くな る

④体 に良 い食品でで きて いる

肱

悪い理 由 ・①骨 や歯 に悪 い

②砂糖 が多 い

③油 っこい

④塩分が多 い

⑤添加物 が入 ってい る

「カル シ ウ ム」 や 「ビ タ ミン」入 りの食 べ 物 を体 に良

い と答 え て い るの に対 し,骨 や 歯 に悪 い 「チ ョコ レー ト」 「炭 酸 飲 料 」 な どや,塩 分 が 多

い 「ス ナ ッ ク菓 子 」 を 体 に悪 い と答 え る児 童 が 多 い。

*体 に良 い こ とを キ ャ ッチ フ レー ズ に したCMを そ の ま ま うの み に して い る様 子 が うか が

え るの で,自 らの 食 生 活 を振 り返 る 中で,ど ん なお や っ を,ど の よ うに食 べ た らよ いか,

主 体 的 に考 え られ る よ うに指 導 して い く必 要 が あ る。
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<第6学 年分 科会 にかかわ る調査>

6学 年対象 ● 結果*考 察

ア 自分で食べ物 を買 いに行 った ことが あ りますか。

ない1%

● ほとん どの児童 は,食 べ物 を買 った経 験があ る

と答えて いる。

*買 い物 の 経 験 は,豊 富 な の で,消 費 者 と して の

意 識 を しっか り もた せ て い きた い。

イ どこによ く買 いに行 きますか。

その他2%

ス

● コ ンビニ エ ン ス ス トアや ス ーパ ーマ ー ケ ッ トで

の 買 い物 の割 合 が 多 い。

*コ ンビニエ ンスス トアは,品 物が豊富 であ るこ

と,児 童 にとって は少額 で買え る菓子類 な ども置

いて あ り,気 軽 に便利に利 用で きる存在 とな って

いるよ うで ある。

ウ お もに何 を買 った ことが あ りますか。(複 数回答)

%7Q

60

50

40

130

20

10

そ

の

他

ハ
ム

顧
ウ
イン
ナ
ー

● お菓 子 の購 入 経 験 は,65%と 高 く

ジ ュー ス も50%を 越 え て い る。

*お 菓子,ジ ュー ス,パ ンな ど児童 の

こづ か い程 度 の 金額 で 買 え る範 囲 の も

の は買 った経 験が 多 く,食 事 に か か わ

る よ うな もの にっ い て は,買 った 経 験

が 少 な い こ とが分 か る。
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食べ物 を買 うときに気を付けてい ることは何 ですか。(自 由記述)

● 賞味期 間や値段,製 造年月 日に気を付 けて い る

児童が多 い。

*食 品の購入 にあたって は,5年 生 のおやつで学

習 した賞味期 間や製造年月 日を意識 してい る児童

農 舞i讐 募 蟹 ■ あ は多い。 しか し,品 質表示な どに気を付けてい る
期 年 よ 表 他
問 月 い 示 児 童 は 少 な く指 導 に配 慮 が 必 要 で あ る。

日 も
の

加 工食品 とい う言葉を知 ってい ますか。

● 加 工 食 品 とい う言 葉 を 知 って い る児 童 は,52%

で あ る。

*ア ンケー トの 「カ」 ともかかわ るが 「知 ってい

る」 と答えて も,具 体的 に加工食品の名前をあげ

られない児童 もお り,加 工食品 とはどんな食品か

指導す る必要があ る。

カ オ で 「は い 」 と答 え た人 は,ど ん な加 工 食 品 を知 って い ま す か。(自 由記 述)

%

60

50

40

50

20

10

た ソ

91き 程1器 塁1÷
1ジ

● 加工 食 品 の 中で,児 童 に よ く知 られ

て い るの は,缶 詰55%,ウ イ ンナ ー37

%,か ま ぼ こ,ち くわ な どで あ る。

*缶 詰 類 の 割 合 が 高 い の は,ま ぐろ の

油 漬 けや 果 物 の シ ロ ップ 漬 け な どが,

身 近 に よ く使 わ れ て い るた め と思 わ れ

る。 ま た,食 卓 にの る回 数 の 多 い物 が

あ げ られ て い る。
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2指 導計画

(1)指 導計 画作成上の基本的な考え方

ア 児童の学習意欲を高 め,自 らの生活を見直 し,考 え,実 践 するカを育て るため に,実 践

的 ・体 験的な学習を通 して問題の解決を図 る。

イ 無 理な く知識や技 能の習得が進め られ るよ うに,基 本的 な ものか ら応用的 な ものへ と発

展 す るよ うに題材を配列す る。

ウ5学 年 ・6学 年 とも,児 童が課題 を もち,主 体 的に学習が展開で きるように,年 間の題

材 を一 っに し,ど の小題材 もそれ と結 び付 き,学 習の興味が持続す るように図 る。

「食物 」領域 の指導計 画 と題材の評 価計画 第5学 年

題

食べ る ことってだ い じだね

卑

材i合 計
撰… 一一一 　}『 一 　丁 　㎜…

1

じ だ ね

τ

[28
学

期

」 小 題 材1時 数
1

π「 どうして食べ表r鵡r

l蕊繍 翫 ・陣

題材 小 題 栖 ～～ ～ ～ 一～ ～塑 の観点

皿

A
艮

ベ

ス
W

「

l

-
ー

1

1

ソ
」

と

つ

評
家庭生活への関心 ・意欲 ・態度

て

だ

い

ド
レ

だ

ね

一 一}　 　一一{一 一 『 一一一 詣引→『一皿 一 一一 一 一 一 一

5考 えよう!お やつ

① どんなおやっを食べたらいいかな
・おやつの意味や役割を考えよう

・よ りよいおやつの とり方 を考えよう

魎コ

・おやつ メニ ューを作 ろう

團璽=コ

(3)i

I・ 経 験 をもとに,お やっの意味や役割 に

っいて考えよ うと している。

・ゆうちゃんのおやつの とり方 を見直 し

問題意識を もとうとしている。

;

i

・おやっの とり方 を健康面に結びつけて

考えようとしている。

!
i・ 自分 のおやっを参考 にしなが ら,お や

い メニューを考えようとしている・

」

②手作 りおやっを作ろう
・実習計画をたてよう

・おやっ を作ろ う

③みんなで食べると楽 しいね

「

「=

(3)
・班 で 協 力 し て

,計 画 を た て よ う と して

1 い る 。

卜 実習緬 をもとに.協 加 て作ろうとl
lし て いる。

一一 一!- ..一.一

(')卜

経験をもとに 団、ん嚇_1
1考 え よ う と し て い るl

L-一.一 一、一..__.一 .tt._._一,一 一__..一.一 一_一 」
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〈第5学 年 〉 指導計画作成上 の留意点

ア 実践的 ・体験 的な学習 の場 を設定 し,関 心 ・意欲を もち,主 体的 に自 らの生活を見直 し,

生活を よ りよ くしよ うとす る実践的 な態度を育て る。

イ 児童の学習の関心や意欲を高あ るため に,導 入部 分を工夫す る。

ウ 「考え よ う!お やつ」で は,児 童が 自らの食生活 を見っ め,課 題を もち,そ の課題解

決を図 る学習活動 が展開で きるよ うに学 習過程 を工夫す る。

二 小 題 材1時
1

1

数 三i小 題
1

レ
判

防 考えよう!

酬

「

材

}
おやつi

l

学

期14

一「

野菜 となかよ くしよ うil 10

!璽
7

陣 創垂錘 ユ 至活「技
1

・どんな時に食べるか ,ど んな物を

食べるか考えて表 している。

1
し 必要な資料を選び,工 夫 してまと

めている。

i
{
1

叉遷 褥禰劃

・必要な資料を選び ,ま とめるこ

とができる。

1
・学習 した知識 を生か し.メ ニ ュー}・ おや っメニ ュ ーを作 る ことがで

の組 み合わせ を工夫 して いる。1き る。

「

卜 場に合わせた団らんの仕方を考え

1て 表 している・

l

l.お やつメニューを,醐 に合剥
1せ て考えている・}

・能率よく実習できるように考 えて

1計 画をたてている・l

li
}1{

1

・目的に合ったおやつメニューを

作ることができる。

・衛生や安全に気 を付けて,簡 単

なおやっを作ることができる。

±
l

i【1・おやっの意味や役割について分1

かる・i

・おやっの,栄 養のバ ランス,食

べる量,砂 糖や塩のとり過ぎに

ついて分かる。

・おや つ メニュ ーのよい点 を示せ 酢

る。

i

・材料の選び方が分かる。
・調理の手順,方 法な どが分かる。i

_一__._.________L-___._

「 団らんの意義_自 分の言1

_._⊥.塑 言竺 コ
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〈第6学 年 〉 指導計 画作成上 の留意点

ア 実践 的 ・体験 的な学 習を充実す る場 の設定 を工夫 し,関 心 ・意欲 を もち,自 らの生活を

見 直 し,生 活をよ りよ くしようとす る実践 的な態度 を育て る。

イ 児童一人一人の意欲を高め,主 体的に取 り組 む ことがで きるような教材 ・教 具を選 び,

題材を配列 し,導 入を工夫す る。

「食物 」領域 の指 導計画 と題材の評 価計 画 第6学 年

1

1
題 材i合 計

一

1

学

期

小 題 材 時 数}

お料理上手 になろ う 28

1便 利 だ よ,じ ゃが い も!

2お い しい 粉 ふ きい もを 作 ろ う

3ホ ッ ト ドックを 作 ろ う

2

2

4

　

8

題材 小題材 ヨ の観点 家庭生活への関O・・意欲 ・態度

3ホ ットドックを作ろう'(4)

お ① ウイ ンナーソーセージを(1)
・買い物に開 己・を もち,考 えて品物を選ぼうと

料
買ってこよう 圃 している。

・どんなことを考え,選 べばよいか意欲的に考え,
発表しようとしている。

理 ② ホッ トドックを作るには(1) ・材料や料理の剥 頂や方法,用 具などを積極的に
調べようとしている。
・班で協力 して計画をたてようとしている。

上 ③ホットドックを作ろう(1) ・協力 して実習しようとしている。

手

に ④わ力嫁 のおすすめメニュー(1) ・生活を見っめ,使 用されている加工食品を調べ

(加工食品のいろいろ) 進んで発表しようとしている。

な
5昼 食を作ろう(4)

ろ ①ぼくの,わ た しの昼食を見直そう(D ・買い物に嘆沁 をもち,考 えて品物を

y

つ 團 選ぼうとしている。
・選んだ昼食にっいて考え.気 付いたことを
発表しようとしている。
・足りない食品群を補うことができるよう

闘 ら・・意欲をもって考えようとしている。

②ぼくが わた しが コック長(2)
・献立の条件や手順を.意 欲をもって調べ
話 し合いに参加しようとしている。
・献立を意欲的にたてようとしている。
・実習計画を積極的にたてようとしている。

③みんな集まれ食卓に!(1) ・意欲をもって,発 表 したり,話 し合いに

(実践発表会) 参加 しようとしている。
・友達の発表に闘 ひをもち聞こうとしている。
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ウ 実践的 ・体験的 な学習過程の 中で,消 費者 と しての必要 な知識や技能 を身に付 け,よ り

よ い消 費者 と して の 態 度 を育 て る。

工 栄 養 素 ・食 品群 な ど に っ いて の 学 習 は,

に す る。

どの小題材で も取 り上げ知識の定着を図 るよ う

二
{

小 題 材 時 数 三 小 題 材 時 数

学 学
4ご はん とみそ しるを作ろ う 6 6も うす ぐ中学生!

10 10
期 5昼 食を作ろ う 4 期 ○ ○ パ ー テ ィを しよ う

1 1

生活を創意工夫する能力 生活の技能 家庭生活にっいての知識 ・理解

・ウイ ンナーソーセ ージの

選び方が分かる。
・買い物に生かすことが ・買い物をするときに

見っけられる。 気を付けることが分かる。

・安全で衛生的で能率よく ・材料や調理の手順や方法

実習できるように考えて計画を 用具などが分かる。
たてている。

・添加物のことが分かり安全に

気を付けてウィけ+セ ージを選ぶ
ことができる。
・ホヲトドヲクを作 ることがで きる。

。手順を考え.能 率的に ・用具が正 しく使え,後 始末が

できるよう工夫している。 きちん とできる。

。学習経験を生か し, ・家庭で調理することができる
。
・加工食品の種類や利点などが

家庭で工夫して調理できる。 分かる。

・食品を6っ の食品群に

分けることができる。
・足りない食品群に気付き

補 うことができる。
・足りない食品群の食品を ・栄養のバランスが整ったか

工夫して補うことができる。 確かめることができる。

・工夫して献立を考えようと ・献立をたてる条件や手順が

している。 分かる。
・手順を考え,能 率的に ・(献立一実習計画)を

できるよう工夫している。 たてることができる。

・家庭で,材 料,手 順を考え ・家庭で一食分の食事を ・家族が≒緒に食事をするよさが

工夫することができる。 作ることができる。 分かる。
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3指 導事例

5学 年

㈲ 題材名 食 べる ことってだ い じだね 小題材名 考 えよ う!お やつ

(2)題 材設定 の理 由

児童 は,お やっが好 きであ る。児童に とってのおやつ とは,空 腹を満 たす ものであ ったり,

宝物の よ うに うれ しい ものであ った りす る。

本来,お やつ には,3食 の食事以外 に栄養 を補 う,家 族団 らんや友達関係を円滑 にす る,

気分転換を図 るなどの役割が あ る。

実態調査 によ る と,児 童の おやっの とり方 は,塩 辛 いスナ ック菓子や,甘 いチ ョコ レー ト

菓子 ・飴 ・キ ャラメル類 を食べ る ことが多 く,特 に暑 い時 などは,ア イス ク リームや清涼飲

料水な ど も多 くな って いる。 また,手 作 りおやつを食べ る児童 よりも,市 販 のお菓子 を食べ

てい る児童の方が多 く,児 童の半数近 くが 自分でおやっを買 った経 験を もってい る。

本題材 では,身 近なおやつ につ いて,児 童が より興味 ・関心を もって見 っめ直す ことがで

きるよ うにす るため に,ゆ うち ゃん とい う小学校5年 生でお菓子 が大好 きな男 の子 を登場 さ

せた。そ して,手 紙のや りとりを通 して,ゆ うちゃん と一緒に考える とい う形 を とりなが ら,

よ りよいおやっの とり方を考え る場を設定 した。ゆ うち ゃんのおやっの とり方 と自分 のおや

っの とり方 とを比べ ることか ら,自 分た ちのおやっの とり方を見 直 し,問 題点 に気付 き,よ

りよいおやっの とり方を主体的 に考え ることをね らってい る。 ゆ うち ゃん と一緒 に考 える こ

とが,結 局 は 自分の問題 と して と らえてい くことにな ると考えた。

更に,ゆ うち ゃんの いとこが遊 びに来 るとい う場面を設定 して,よ りよいおや っの とり方

を生 か したおやっ メニ ューを考えて作 り,お やつの整え方の学習 を行 う。おやっ には,市 販

の物 だけでな く,家 にあ る物 に手を加えてで きる物 や,手 作 りの物が ある ことを知 り,少 し

工夫す るだけで栄養的 に も優れ たおやっを整え ることがで きるとい うことを実感 させ たい。

そ して,今 後 の 自分の生活 に生か していけ るようにな って欲 しい と,願 って いる。

また,お やっを整えて食べ ることによ って,楽 しい団 らんのひ とときを もち,温 か い人間

関係を もたせたい と考え,こ の題材を設定 した。

㈲ 指導 目標

① おやつの役割 が分か り,よ りよいおやつの とり方 を考 える ことがで きる。

② 組 み合 わせを考えた り,簡 単 に作 った り して,お やっを整え るこ とがで きるよ うにす る。

③ 食 べ方 や勧 め方を工 夫 して,日 常生 活での温 かい人間関係が もて るよ うにす る。

{4}指 導計画(7時 間)

小題材 「考 えよ う!お やつ」では,児 童が興 味 ・関心 を もって意欲的 に取 り組 めるよ う

に,

・課題 を もっ

・見通す

・追究 し解決す る

・生かす

の4っ の学習過程 を考え,配 列 を工夫 した。
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「考 え よ う!'お や っ 」 の 指 導 計 画

一 η一　 L一

過程 小題材 学習の内容 児童の活動　 一

課 一f.おやつ の意味や役割を知 る。一、一.1/7ゆ う二ち
ゃんの手紙A

・自分たちの経験 を思い出

い う時に食べているか,

題 ぼ くは,お やつが大好 きです。昨 日食べた いるかを話 し合 う。
の は,ア イ ス ク リ ー ム と チ ョ コ レ ー ト と ポ

を テ トチ ッ プ ス で す 。 そ の 他 に も,ジ ュ ー ス

ど や スポーツ ドリンクを飲み ました。 ・ゆ うちゃんの手紙を読み

も ぼ くは,お やつが大好 きなので,ご 飯 な やつの とり方について,
ん んかい らないか ら,お やつをた くさん食べ ころや違 うところを考え

つ たいです、,そうすれば,大 きらいな ピーマ く 、,

な ンや魚を食べな くてすむか らです、,

考 こんな 日が,毎 日続 くといいなと思 いま

お した 。

や
・よりよいおやつのとり方を考 える。2/7 ・ゆ うちゃんの返事 を読む

見 え つ (事例1)
・ゆ うちゃんのおやっの と

を
'{φ.う

ち る ん の 手 紙.R幽 「..一..' ころを くわ しく教 えてあ

通 お手紙あ りがとう。みんなが,ぼ くの こ

食 とを心配 して くれて,と て もうれ しか った ・おやつのよりよいと り方

よ よ,,

す べ みんなの言 って くれたことも何 とな く分

か る け ど,ぼ く は 今,元 気 だ よ 、、

た で も,少 し心配になっちゃったか ら,も

うちょっと くわ しく教 えて くれ ないかな、,

う ら 一 一 『 一r-一『 一 .一 一 一一一一 一 一一一-一.　 一一 一 一一

い ・おやつ メニ ューを作 る
。3/7 ・ゆ うちゃんの手紙を読む

追 (事 例2)
い ・おやつのよりよいと り方

究 ! ゆうちゃんの手紙.C. やつのメニ ュー作 りをす

か みん な,い つ もおやつの ことについて教

し えて くれてあ りが とう,、おやつ ってよ く考

な えて食べなけれ ばいけないんだね,,

解 ところで,今 度の土曜 日にいとこのケン

お ちゃん が来 るん だ。ケ ンちゃん は,ぼ くと

決 同じ5年 生で3時 ごろ来るらしいんだ,何
かおやつを用意 したいんだけど,ぼ くは,

す サ ッカークラブがあ って2時 半 ごろにな ら

ない と帰れないか らどう した らいいかな?

る や いい知恵かしてくれないかな?

手 ・手作りおやつの実習計画4/7 ・手作 りおやつ はどういう

作 話 し合 う 、,

つ
り

お ・実 習 の 計 画 を た て る 、,

や
つ ・買い物の仕方で気を付け

を 一 一 一 一一 一一一一 一 一『 一 一 一

作
ろ ・手作 りおやつの実習5～6/7 ・計画の もとに,手 作 りお

生 う
・家族や友達 と一緒 に過 ご

か う 、,

す るみ ・団 らんの意義 について考える,,7/7 ・団 らんの時に心掛け るこ

とん

楽な ・おやつの学習で学んだ こ

しで しく食べる食べ方を考え
い食
ねべ
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(5}本 時 の 学 習

事 例1 「よ りよいおやつの と り方 を考え よう」(2/7)

ア 目標

○ お や つ の と り方 につ いて,知 りた い こ とを 調 べ,よ り よい と り方 に つ いて 考 え る こ とが

で き る。

イ 展 開

☆予想される児童のつぶやき 学 習2舌 動

ゆ うち ゃんの手紙B おやつ の とり方 を ゆ うちゃん と一緒 に考え よ う

☆ ど う して分 か らな いん だろ う。
☆少 し心配 って書 いて あるけ ど

病 気が心 配 なのか な{,

匝 ・んか教えてもら・・い・と・何か著劉
☆ ど うい うことを教 え て
もらいた いんだ ろ う,,

☆ この前 ゆ うち ゃん への手紙 に どん な ことを

書 いた か な?

☆ ゆ うち ゃん みた いに おやつは か り食べ て
いた ら栄 養 が とれな いよ、,

☆ 甘い ものば か り食 べ ると虫 歯に なるよ、,

☆好 き嫌 いす る と大 きくなれ ないよ。
☆ ご飯 には栄養 が あるの にな。

☆ どん なおや つを食 べた らい いのか な。

☆ しょっぱ いものば か り食 べ ると体 に悪 い、、
☆ おやつ は どれ くらい食 べた らい いのか な,,

[至 ・ち・ん・伝えたい・とを発表・ヨ

☆ ど うや って言 った らい いかな。

☆ そうか,あ あ い うこ とを伝 え て

あ げるの もいい な。

[食 べ・量・・と 壷 砂糖 の こと

__き.__L

塩・・ヨ 画 凹

コ1
1

1
資料 を見 て、 ゆ うちゃんに伝 えた い ことを まとめ よ う
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ゆ うちゃん も これ な ら分 か って
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☆あ あい う説明 の仕方 もあるの か、,

☆ いい ことを調 べて い るな。

☆ ⊥ 夫 して発 表 して い るな,,

☆ ど うい う意味 か,も っと詳 し く
知 りた いな、,質問 しよ うかな。

[
おや っを食 べ る時 に気 を付 け ることは何 かを

知 る,、

・☆ そ うか,分 か うた、,

☆ おや つを 食べ る時 には,食 べ る量 ・栄 養 ・

砂 糖 ・塩 なと'に気 を付 けれ ば いいんだ 。

☆わ た し(ぼ く)も,お やつ を食 べ る時 には

気 を付 けよ う。

妊り支援 ●謂幽

● 今 目の学 習 のめあ てを つ
かむ ことか で きたか、,

〔関心/観 察 ♪

⑭ ゆ うちゃん のおや つの 食
べ方で こ う した万 か いい

と思 うと ころを選 ぶ よ ・フ

に助 言す る、、

ゆ机 間指導 を行 い,決 め り
れな い児 童 には,個 別 に

対応 す る,,

● おやつ を 見直 し,問 是巳息

識 を もって 考凡よ うと し
たか,,

し関心 ・意欲 ・態度/

机 間指導 ・ワー ク ンー
ト)

◎ 何人 か発表 し,ゆ う ちゃ

ん に伝 え たい ことか決 め

りれ ない児 童の参 考 と な
るよ うに す る、,

⑰参 考 とな るよ うな貧料 を

用 意 す る、,

◎ 資料 を一通 り見 てか り,

自分 に とって必妥 な もの
を選ぶ よ う助 占す る、,
◎資 料 は見 や すい よ っに,

色分 け して お く、,

量 黄緑色
栄養 黄色,
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塩 水色
その他 日色
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やつ のと り方 に生 か そ う

とす るか、,閥 心 ・悪度

/ワ ーク ンー ト,
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ウ 考 察

「考 え よ う!お や っ 」で は,児 童 が 自分 の生 活 を見 直 し,課 題 の 解 決 に向 か って 意欲

的 に取 り組 め る よ うに,指 導 法 や 学 習 の 場 の 設 定 の工 夫 を行 った。

① ゆ うち ゃん の 登 場 とゆ うち ゃん へ の 手 紙,お や っ の実 物

教 材 ・教 具 の 工 夫 を行 う こ とに よ って,児 童 はゆ うち ゃん に親 近 感 を 感 じなが ら,楽

し く学 習 を 進 め る こ とが で き た。 ま た,お や つ につ いて,自 分 の お や つ の と り方 と ゆ う

ち ゃん の おや っ の と り方 を比 べ る こ とに よ り,問 題 意識 を もつ こ とが で き た。 実 際 に,

ゆ うち ゃん が どれ くらい の お菓 子 を食 べ たか を 知 る時 には,児 童 が よ く知 って い る お菓

子 の 実 物 を 見 る こ と に よ り,は っ き り と実 感 す る こ とが で きた 。

② 資 料 コー ナ ー の 設 置

前 時 で,児 童 は,ゆ うち ゃん の お や っ の と り

方 に つ い て よ くな い こ と は分 か った が,健 康 に

結 び 付 け て 考 え る に は至 らな か った。 そ こで,

資料 コー ナー を 設 置 し,何 種 類 か の 資 料 を 用 意

し,自 分 が知 りた い こ とを調 べ る こ とが で きる

よ うに した 。 そ の 結 果,児 童 は,栄 養 のバ ラ ン

ス,食 べ る量,砂 糖 や 塩 の と り過 ぎに よ る弊害

資 料1授 業 風 景(資 料 コー ナ ー)

翻噂 鍔

に ま で 目を 向 けて お や つ を 考 え る な ど,進 ん で 意 欲 的 に調 べ よ う と して い た。

③ ワー ク シ ー トの 工 夫

1時 間 の 授 業 で,調 べ たい こ との 資 料 を 見 て 簡 単 に ま とめ られ るよ うに,書 く分 量 や

書 く項 目を 工 夫 して ワ ー ク シー トを 作 成 した 。 児 童 が 調 べ る こ とは1項 目に して,調 べ

た こ とを 発 表 す る時 間 を確 保 し,一 人 一 人 の 調 べ た こ とを 発 表 し合 い,他 の 人 の調 べ た

こ と も聞 く こ とが で き るよ うに した。 児 童 は,友 達 の 工 夫 を 知 った り,自 分 が 調 べ た こ

と以 外 に も新 しい知 識 を 身 に 付 け る こ とが で き た り して,更 に,詳 し く知 り た い と い う

気 持 ち を もっ よ うに な った 。今 後 は,調 べ た こと を発 表 す る時,限 られ た 時 間 で いか に

資料2ワ ー ク シー ト

〈考 え よ う お や つ>5-()()

緯獄麟
麟 難鋤 灘:二例

騰凝講 撫 一
騰撫 騨 拶
1

L-__"L一

いろいろな意見 を発表す る ことが

で きるか工夫す る必要が ある。

④ 支援

調 べ る学 習では,児 童の活動 の

様子を観察 し,課 題 が見つか らな

い児童や調べ方 の分 か らない児童

の支援 に力を入れた。 自分だ った

らどうい うことを知 りたいか考 え

るよう声かけ した り,ど の資料 を

見ればい いか助言 した り した。 そ

の結果,ど の児童 も,課 題 にそ っ

て まとあ よ うと していた。
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事例2 「おや つ メ ニ ュー を作 ろ う 」(3/7)

ア 目標

○ おやっを整え る時 は,ど の よ うな ことに注意すれば よいのかが分か り,自 分で おやっを

整 え る こ とが で き る。

イ 展開

☆予想 され る児童のつぶやき 学 習 活 動

ゆ うちゃんの手紙C☆ゆ
うちゃんは
何をしてほしいんだろ う。

調べたことをもとにして,ゆ うちゃんのつもりでおやつを考えよう

☆前の時閣砥何を調べたんだ ろう。

☆ゆ うちゃんに知 らせてあげた ことは
どんな ことだ ったろう。

食べる量に
気を付ける

☆ どんなおやつにしよう炉な。

おやつを考える時に気を付けなけれぽな らないことは
どんなことだったか思い出す

栄養のバラノスに気
を付ける

☆ 自分の好きな(今 食ぺたい〉おやつを書こ う。

☆栄養のことを考えて飲み物は牛乳にしようかな。

☆甘い物ばか りになってしまったけ どいいのかな。

砂糖の とり過 ぎに 塩のとり過 ぎに気
を付ける 気を付ける

おやつを考えてワークシー トに書 く

チ エ ック リス トで確 か め る

☆ 「おやっを考える上での注意点」が考えられているおやつかな。

☆頭では分か っているようだけれど,実 際におやつを考えると難
しいな。

☆ どうしても砂糖の量が多 くな ってしまう。

☆友達はどんなおやつを考えたかよく聞 二う。

☆工夫した ところはどんなとこちかな。

自分の考えたおやつをグループ内で発表し合 う

☆なぜ.こ のよ うなおやつにしたのか質問 してみ よう。

☆いろいろなおやつがあ っておもしろいな。

☆OOさ んのおやつはよく工夫されているな。

グループの代表がクラ。全体。発嗣

☆△△さんのおやつは 「砂塘」の とり過ぎに気を付けたんだな。

☆◇◇さんのおやつは少し 「食べる量」が多いか もしれない。,

☆[■コさんのおやつは 自分のと似ているな。

おやつの整え方には 「買ってきた物」 「手作 り」
などの方法があることに気付く

☆おやつを整える時には.買 ってきた物をその まま出すだけで
な く他にも方法があるんだな。

☆手作 りおやつは時間がかか りそうな感 じがするけど,工 夫すれば
簡単にできる物 もあるんだな。

今 日の挙習で分かったことや,
てみたい ことな どをまとめる

自分の考えたおやつ で,も う少し工央 し

☆ち ょっと工夫す るだけで,お やつを整える時の注意点を踏まえた
おやっができるんだな。

☆(X)さ んのアイデアを取 り入れれば,も っとよいおやつ メニ=一
にな るかもしれない。一

☆自分で考えたおやつを作ってみたいな。

◎支援 ●評価

●今日のめあてをつかんだ
か。(関 心/観 察)

◎ 前時 の ワー クシー トか ら

砂糖 食べる量 栄養 塩

について何人か児童を把
握しておぎ,な かなか思
い出せない場合には,そ
の児童から意見を出して

もらってヒン トにできる
ようにす る。

●学習 した知識を生かして
おやつメニ昌一を作るこ

儲乞犠 タ書楓 工夫/
机 間指 導,ワ ー クシー ト)

ら
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◎

◎ 児童全員が 「おやつを考
える上での注意点」を踏
まえておやつメニ昌一を作成
したが,さ らに自分

の考えを深めた り,訂 正
した りすることがでぎる
よう配慮す る。

◎発表者を決め る時には,
おやつ メニューの内容で
決め るよう助言 していく。

◎机間指導で,よ い意見を
出 した 児童を把握してお
き,発 表 できなか った時
には,教 師が参考意見 と

して出せ るように してお
く。

● 自分で作 ったおやつ メニ
ューのよい点 を示しなが
ら発妻で きたか。

(態度/観 察)
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◎

●おやつを整える時の
注意点

砂 食ぺ る 栄養 塩

に気 を 付け て お やつ メ ニ
ェーを作 る こ とが で きた

か。
(知 識 ・理 解/

ワー クシ ー ト)
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ウ 考 察

① 「おや つ メニ ュ ー を作 ろ う」 とい う場 の 設 定

自分 た ち と同 年 代 の 子 供 が 遊 び に来 た時 の お や つ を 考 え る とい うこ とで,「 自分 な ら

どん な おや っ に して ほ しいか な。 」 「どん なお や っ を 出 して あ げ た ら喜 ば れ るか な。 」

な ど,あ たか も自分 が ゆ うち ゃん に な って,お や っ を 作 って あ げ るか の よ うに意 欲 的 に

取 り組 む 姿 が 見 られ た。

② チ ェ ッ ク リス トの工 夫

自 己評 価 の場 面 で チ ェ ック リス トを用 い た こ とは,児 童 が 考 え た お や っ メニ ュー につ

い て,「 お や つ を 考 え る時 に 気 を付 け な け れ ば な らな い点(食 べ る量,栄 養 の バ ラ ンス

砂 糖 や塩 の量)」 を踏 まえ て い るか ど うか を児 童 自 らチ ェ ックす る こ とが で きた だ けで

な く,チ ェ ックを しな が ら悪 い 点 に 気付 き,「 ジ ュー スを や あ て 牛乳 に しよ う。 」 とか,

「お せ ん べ い を1枚 減 らそ う。 」 な どの よ うに 自発 的 に メニ ュー の 内 容 を訂 正 す る様 子

も見 られ,主 体 的 に学 習 を 進 め て い た 。

③ 発 表 の 仕 方 の 工 夫

発 表 の 際 にOHPを 用 い た こ と は,ク ラス全 体 に分 か りやす く良 か った 。 ま た,黒 板

に掲 示 した ワ ー ク シー トに 「食 べ る量 」 「栄 養 」 「砂 糖 」 「塩 」の 文 字 カー ドを は った

こと は,分 か りや す い だ けで な く,児 童 が ま とめ を書 く際 に も参 考 に して いた 。

④ 支 援

グ ル ー プ 内で 発 表 し合 う際 に,友 達 の 発 表 の よい 点 や,工 夫 して い る点 を見 つ け られ

る よ う机 間指 導 を した 。 そ の結 果,「 おや っ は,お 菓 子 だ け で な く栄 養 の こ と も考 え て

食 べ た方 が い いん だ 。 」 「果物 を と り入 れ れ ば,ビ タ ミ ンCも とれ るん だ。 」 な ど 自分

の考 え とは違 った 意 見 を新 しい知 識 と して,お や つ メニ ュ ー に取 り入 れ た りす る姿 も見

られ,進 ん で取 り組 も う とす る意 欲 が 高 ま った。

資 料1ワ ー ク シー ト 資 料2授 業 風 景

(お や っ メニ ュ ーを 考 え る)

5年 組どんなおやっにしようかな

ゆ うちやんが 用意 する一人分のおやつ(1回 分)
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第6学 年 事例1

(O題 材名 お料理上手 にな ろう 小題材名 ホ ッ トドッグを作 ろう

② 題材設定の理由

児童 は調理実習が大好 きであ り,意 欲 的に学習 して きた。 しか し学 習や家庭 での実践 を通

して身 に付けた知識や技能を家 庭生活 に積極 的に生か し,工 夫 して調理 しよ うとす る主体 的

な態度 はまだ十分 には身に付 いていない。

6年 生 にな って初 めての調理実習で は,家 庭や給食で よ く使われ る 「じゃがい も」を取 り

上 げ,じ ゃが い もの特 徴や じゃがい もが様 々に工夫 されて食べ られ る利用 価値の 高い食品で

ある ことを理解す る とともに,粉 ふ きい も作 りを通 して 「じゃがい もの調理 」に関心 を もた

せた い。 そ して,食 品を調理 して食べ る楽 しさや,調 理す ることによ って味や見 た目 も違 っ

た料理 に変化す るなどの良 さに気付 くことによって,調 理への意欲が 高まる と考え た。

更 に,調 理 を工夫す る観点か ら加工食品 につ いて も考えてみたい。6年 の食物で は,動 物

性 たんぱ く質 を とるたあの食 品 と して保存性の ある魚 ・肉の加工品を活用 した簡単 な調理 を

既習 の技能 を生 か してで きるよ うにす ることを指導 内容 と して いることか ら,「 ホ ッ トドッ

グ作 り」を取 り上 げて ウインナー ソーセー ジの安全性 を考 えた利用の仕方を工夫 す る。 そ し

て,現 在 出回 ってい る加工食品の中には,昔 の人が本来保存 を目的 と して食品の加 工を して

きた こととは違 う物が多数含 まれてお り,自 分 の命 を守 り健康 な 日々を送 るためには,毎 日

口 にす る食品を 自分で選択 し,良 い もの とそ うでない もの の区別がで きる確かな 目を もち,

生活 に生か してい くことので きる消 費者 としての能力 や態度 を育て ることが大切 と考えた。

(3)指 導 目標

① 食品 には様 々な調理方法 があ り,そ れ によ って味や見 た目が違 って くることを じゃがい

もの調理 を通 して知 ることがで きる。

② じゃがい もの特徴を知 り,工 夫 して調理 す ることがで きる。

③ 加工食品の特 徴 につ いて知 り,安 全性 に気を付 けて選ぶ ことがで きる。

④ 魚や肉の加工品を使 った簡 単な調理 に関心を もち,計 画的 に実習す ることがで きる。

(4)指 導計画(8時 間)

① 便 利 だ よ,じ ゃが い も!・ ・ …2時 間

② お い しい 粉 ふ き い もを 作 ろ う …2時 間

③ ホ ッ ト ドッグを 作 ろ う ・ ・ ・ …4時 間

・ウ イ ンナ ーを 買 って こよ う(買 い物 の しか た)

・お い しい ホ ッ ト ドッグを 作 る に は(材 料 と分 量 ,計 画)

・ホ ッ ト ドッグを 作 ろ う(実 習)

・わ が 家 の お す す め メニ ュ ー(加 工 食 品 の い ろ い ろ)

1時 間(本 時)

1時 間

1時 間

1時 間

(5}本 時の学習 「ウイ ンナーを買 って こよう」(買 い物 の しかた)

ア 目標

○加工食品の選び方や買 い物の仕方が分 かる。

○ 目的 に合 った材料を意欲的 に選ぶ ことがで きる。
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イ 展開

☆予想される児童のっぷやき 学 習 活 動

☆どれにしようかな◎(A)
☆ 日付はいっかな● ・色付き

☆(B)と(C)は どこが ・赤色
違うかな.。 保存科

☆色がきれい◎
☆ホットドックに大きさが

合うかな.
☆おいしそう9

☆2袋 だと0円 お得だ.

☆(B)を 選んだ人が多い(A)
んだ。 ・色がきれ

☆(A)や(E)や(D)い
の人もいるe● おいしそ

☆(C)を 選んだ人はいな っ
いな。

☆選ぷ時に銀をつけることは

何かな。

☆日付を見ることが大切な
んだ。

☆着色してあるのはやめよ
つo

☆量が多く.使 わずに残し
てしまうよ。

☆値段は高いけれど添加物
の少ない方が.体 にいい

んだ。

(A)
・着色して

ある
●着色料は

体によく

ない

ホットドックを作ろう

ウイ ンナ ーを 買 って来 よ う

(B)(C)
・皮な し0皮 な し

●保存料 ●保存料

● 日付が 新 ●古 い

しい

(B)
●着色して

いない
・日付が新

しい

(B)
・日付は新

しいが保

存料が含
まれてい

る

話

(D)
●皮なし

・保存料

●2袋 でお

買い得

(C)(D)

(選ばれな ・着色して
い設定)い ない

●安い
・量が多い

(C)
●着色して

いないが

日付がB
より古い

☆製造年月日の新しい品物を選ぼう。 ① 製造年月日を見る
☆品質表示には,材 科が詳しく書い ② 品質表示を見る
てあるよ.③ 値段や量を考える

☆使う分量を考えて買おう。

☆品質表示をよく見て添加物の少な
い品物を買おう。

☆5人 グループだから分量を考えて
買ってこよう。

☆夏休みにホットドックを作ろう。
ウインナーを買う時は.よ く考

えて買おう。

(D)
・お買い得

であるが

分量が多
遇ぎる

学習したことを生かして,家 庭で実践しよう

(E)
●』無 添加

(E)
・値 段が高

い

@支 援 ● 評価

@ペ ープサートで学習のめあ
てを分かりやすくっかむよ
うにする。

◎売り場に実物を置く。

◎ウインナーを手に取ってよ
く観察して選ぷように助言

をする。

●買い物に関心をもち,考 え
て品物を選ぼうとしている
か。(関 心 。意欲/買 い物

ワークシート)

◎みんなが,何 をどんな理由
で選んでいるカ、 全体の傾

向が分かるように板書など

で工夫する。

●どんなことを考え.選 べば
よいカ、 意欲的に考え,発

表しようとしているか。

(関心 ・意欲/観 察,ワ ー
クシート)

◎意見交換をする時闇を十分
取り.選 ばなかった品物に
ついても理由を確認する。

◎友だちの意見を聞いて,変
更がある場合は,ワ ークシ
ートを直すように助言をす

る。

●加工食品の選び方が分かり
買い物をする時に気をつけ

ることが分かったか。
(知識・理解 ・創意工夫/

発表.ワ ークシート)

●買い物に生かすことが見っ

けられたか。
(知識 ・理解 ・創意工夫/

発表,ワ ークシート)
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ウ 考 察

児童 の消費者 と しての能 力や態度 の育成 を図 るために,買 い物を模擬体験 で きる場 を設定 し

て関心 ・意欲 を高める工夫 を した。

① 一人一 人の児童が 日常 の経験 や知識 を生か して意欲的に買 う物 を選 ぶ ことがで きるよ うに,

肉の加工品 として ウイ ンナー ソーセー ジの実物 を5種 類用意 し模擬店 を作 った。実態調査か

らウイ ンナーの買 い物 は経験が少 なか った ため 「や ってみ よう。」 と促 した ところ,興 味 を

もって進んで売 り場へ行 き,品 物 を手 に取 って よ く見た り,友 だち とどれ にす るか会話 した

りす る様子が見 られ,積 極的 に品物を選ぶ ことがで きた。 また,「 ホ ッ トドッグ作 りの ため

にウイ ンナー ソーセー ジを買 って こよう。」 と,ペ ープサー トで学習 のね らいをっかむ ため

の支援 を した ことも意欲的 に学習す る手だて となった。

② 共通の体験 をす る ことによ って,加 工食品 を選ぶ とい う課題を一人 一人が もっ ことがで き

た。選ん だ理 由は初めは様 々でrお い しそ う。 」 「2袋 の方が安い。 」 「友だち と同 じ品物

でいい。 」な どと主観 的であ った児童 も,意 見交換す ることを通 して品質表示の 内容 や製造

年 月 日,賞 味期 間に関心を もち,加 工食 品の選 び方の大切 さに気付 き,買 い手 としての問題

意識 を もっ ことがで きた。 そ して,次 時の 「ホ ッ ト ドッグを作 ろう」では実 際にウイ ンナー

を買 って来て実習 し,学 習 した ことを生かす ことがで きた。 また,学 習後の児童 の買い物 カ

ー ドか ら もここでの学習が役立て られてい ることが分か り,消 費者 としての芽が育 った と考

え る。

③ 児童 はホ ッ トドッグ作 りを大変喜 び,意 欲 的 に実習する ことがで きた。 また,夏 休み中に

家庭で実践 した児童 も多 く,簡 単 にで きる昼食 と して児童 の発達段階 に合 ってい ると考え る。

魚 ・肉の加工品を使 った調理 と して基礎的な知識や技能が身 に付 き,「 お料理上手 になろ う」

の ステ ップと して適切で あった。

資料1

授業風景

ど

轟撫・聾,
　

讐 騰灘
㌦『噂 餌 冒

噸
札∵ 舞

ち
網

㌔鋼幽幽

(模 擬店)

筏
藩

詮

辮

資料2学 習後 の買い物 カー ド

窮鷲 ∴鋳∴鹸
は財 乙形 色 な峡1け7,,Zsimt・ノ・乱 た.臥 ど慣 、
雛 しマ制 網 周温 質顧 マ 貿ラ狗 ミ励 ゴ

た・略 .撫t肋 舶 牌 ・物 のケ伝 いgq3rtq

既 締 肋 恥 物慌 ・叙.勧 尺な。た～矧 、

ま脈 ん脇 覧 物はて峡 ゆ し廼 ε如 と

思1、手す。

一20一



第6学 年 事 例2

α}題 材名 お料理上手 になろ う 小題材名 昼食 を作 ろう

(2}題 材設 定の理由

児童の 「食物 」領域 の学 習に対す る興 味 ・興心 は高 い。児童 は今までの学習で,栄 養素のか

たよ った食事が 健康に良 くない ことや,安 全 を考え た食品を選ぶ必要な どにつ いて学 び,認 識

も少 しずっだが深ま ってい ると思われ る。

しか し,現 実の児童の食生 活 においては,朝 食が菓子パ ン1個 だけだ った り,休 日の昼食や

塾 通い前後 の夕 食を コンビニエ ンスス トアな どで,出 き合 いの品を買 って済 ませて しま った り

とい うことが少な くない。 また,児 童や家族 の生活時間の変化 によ り,家 族が揃 わず,児 童だ

けで食事 を とることも増 えてい る傾 向にある と考え られ る。

そ こで,今 回の小題材 では,日 本人 の食生活か ら切 り離す ことので きない米飯 とみ そ汁 にっ

いて学 び,さ らに米飯 を主 食に した昼食 の献立 を考え る。昼食の献 立を考 える ことによ り,栄

養 を考えた食物 の とり方の理 解を一層深 めたい。 「昼食を作 ろう」の初 めの一時間で は,自 分

の食生活を見 直す 目を育て,消 費者 と して の視点 も取 り入れて体験的な学習がで きる題材を取

り上げた。食物 は,た だ単 に空腹を満 た した り,嗜 好を満足 させた りす るたあだ けで な く,健

康を考えた食生 活のため には,何 を選 び,ど のよ うに食べ た らよいのか。 一 児童が,自 らの

生活を見直 し,さ らに実際の場面での主体 的な実践 につ なげたいと考え,今 回の指導計画をた

てた。

また,ご はん,み そ汁,献 立作 りの学 習,実 習,家 庭実践を通 して,家 族 への思いや りや,

家族が共 に食事をす ることの大切 さや楽 しさを分 か らせ たい。

(3}指 導 目標

① 自分の食生活を振 り返 り,よ りよい食生活 の仕方が分か る。

② 米 とみ その栄養上,調 理上の特徴を知 り,ご はん とみそ汁を作 ることがで きる。

③ よ りよい食生活のた めに,栄 養のバ ランスの とれ た一食分の食事を考え ることがで きる。

④ 家族が一緒 に食事をす る大切 さや楽 しさが分か る。

(4}指 導計画(10時 間)

④ ごはん とみ そ汁 を作 ろ う ・ ・ ・ ・・ ・ ・ …

・ごはん た きは ,お ま かせ(米 と ごはん の た き方)

・み そ汁 も作 ろ う(み そ とみ そ汁 ,実 習 計 画)

・ごはん とみ そ汁 を作 ろ う(実 習)

⑤ 昼食 を作 ろ う ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・…

・ぼ くの ,わ た しの 昼食 を 見 直 そ う

・ぼ くが ,わ た しが コ ック長(昼 食 の献 立,

・み ん な 集 ま れ食 卓 に!(実 践発 表 会)

㈲ 本 時 の 学 習 「ぼ くの,わ た しの 昼食 を見 直 そ う」

ア 目標

○ 自分 の 食生 活 を 見 直 す こ とが で き る。

(栄 養 を考え た食物の とり方)

実践計画)

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …6時 間

2時 間

2時 間

2時 間

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …4時 間

1時 間

2時 間

1時 間

○ よりよい食生活のた めに栄養のバ ランスの とれ た一食分の食事を考え ることがで きる。
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イ 展開

☆予想される児童のっぷやき 学 習 活 動

ぼ くのわたしの昼食を見直そう
,

☆安いし,お いしいから
ラーメンにしよう。

☆おにぎりが一番添加物
が少ないし,食 べやす
いかな。

お昼ごはんを買ってこよう

カ ップ ラー メ ン からあげ弁当 おにぎり ハンバーガーとホテト

☆ハンバーガーと
ポテトが大好き。

☆栄養がありそう
だから弁当にし
よう。

☆製造年月日は
いつかな。

☆おいしく
て好きだ
けど,
栄養がか
たよって
いる。

☆炭水化物

としぼう
だけだ。

☆野菜と無機質が

足りないね。

☆炭水化物はどれ
もとれている。

☆買ってきたものは
どれにもかたより
があるよ.

☆野菜をつ
けたそう

は
し

質

に

●

機

乳
う

無
牛
よ

☆

}

栄 養 素 を 調 べ よ う
　

たん白質 無機質 カロチン 無機質
無機質 カロチン ビタミンC カ ロチン

カロチン ビタミンC ビタミンC
ビタミンC 足 りない

(たん白質も

足りない 足りない 少し足りない) 足 りない

足 り な い 栄 養 素 が あ る こ と に 気 付 く

機質が
ね 。

はどれ
い る 。

たものは
かたより

「β

,

足りない栄養素(食 品群)を 補おう

人一人考える (クラスの人数分)

ゆでたまご サラダ ウインナー サラダ ラー メ ン

サラダ 牛乳 トマ ト 牛乳いっぱ ゆでたまご
ヨーグル ト りんご いの紅茶 サラダ

牛乳
【 補おう 補おう 補おう 補おう 補おう

▼

まだ足りない栄養素が
あることに気付く

Ψ
☆まだ,

☆栄養素がそろったよ。
シールをはろう。

☆今度買う時は
考えて買お う。

6っ の栄養素(食 品群)が
そろった

学習したことを生かして,家 庭で実践しよう

が足りなかっ
たなあ.

◎ 支援 ● 評伍

◎ペープサー トで学習のめあ
てを分かりやすくっかむよ
うにする。

◎売り場に実物を置く。

㊨実物や写真をよく観察して
選ぶように声をかける。

●買い物に関心をもち,考 え
て品物を選ぼうとしている
か。
(関心 ・意欲/観 察)

◎6つ の食品群表や教科書を
参考にするとよいことを知
らせる.

●食品を6つ の食品群に分け
ることが,で きたか。
(知識 ・理解

/ワ ークシー ト)

◎足 りない栄養素があること
を表や話し合いにより確認
する。

◎机問指導し,困 っている児童
に声をかける。

●進んで補おうと考えている
か。

(意欲/観 察 ・発表)

●食品を工夫して,補 おうと
しているか。
(創意工夫/観 察 ・ワーク

シー ト)

◎発表や話し合いで気付くよ
うにする。

●6っ の栄養素がそろったMe
(知識 ・理解 ・剣意工夫/
発表 ・ワークシー ト》
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ウ 考察

① 本題材では,あ る休 日の昼食 を,出 き合 いの品を買 って くることで済 ませ るとい う,児

童の実際の食生活で もあ りうる場 の設定 を し,学 習を進めた。 昼食の実物を用意す ること

で,よ り身近な提 案 と して児童 の興味 ・関心を もたせ,本 時の学習への意欲を引 き出す こ

とがで きた と考え られ る。

それぞれを選んだ理 由 と して,「 好 きだか ら」 「おい しいか ら」 「いっ も食べてい るか

ら」 「安 いか ら」 「栄養があ りそ うだか ら」などが あ り,品 質表 示や製造年月 日な どを見

て選ぶ児童 もお り,品 物を購入す るとい う消費者 と しての視点を共 に考 える糸 口とな った。

② どの品物を購入 した と して も,野 菜類や無機質類が不足す る。食品を6っ の食品群 に分

ける作業 によって,不 足す る栄養素(食 品群)が ある ことに気付かせた。黄 ・赤 ・緑の食

品群の色を はっ'きりさせ視覚的 にも確 認で きる工夫 を した。児童 は,実 生活 で野菜が足 り

ない とい うことを しっか り認識せずにカ ップラーメ ンなどを食べてい ることも多 く,本 時

では自分の買 って きた物 に不足す る栄養素があ ることに気付 くということを大切 に した。

その上で,第6学 年の力 と して は,そ れを補 える力 まで付けたい と考 えた。本 時の学習

を通 して 自分 の食生活 を見直す きっかけ となる ことを一番のね らい と した。 そ して,そ れ

は学習後 の児童の感想文か らおおむね達成で きた と考 え られ る。例えば,ラ ーメ ンを選ん

だ児童が,「 作 るのが簡単で選んだが,す ご く栄養 にかたよ りがあ ることに気が付 いた」

と して野 菜サラ ダとゆで卵 を補 って いた り,「 いつ も買 うし,お い しいか ら」 とい う理 由

でおむすびを選 んだ児童 も 「野菜が全然入 っていない」 と気付 き,レ タスときゅうり,に

ん じんを食べ るメニ ューを考えて いる。6つ の食品群のバ ランスが とれ たことを確かめ,

シールをは り自己評 価 と した。その結果,全 員の児童が シールをはる ことがで きた。

③ 足 りな い食品を補 う学習で は,児 童一人一人が主体的に考 え,工 夫で きるように食品絵

カー ドで作業す る方法を とった。一食分 のメニ ューを考え る上で具体的 にイメー ジで き,

児童の思考を助 ける もの と考えたか らで あ る。絵 カー ドも,黄 ・赤 ・緑の色別 に し,い ろ

いろ並べ変え るこ ともで きて,絵 カー ドを使 った ことによって全 員の児童が不足 してい る

野菜 や無機質類 を補 うことがで きた。また,主 体的 に実践す る力を育て るために,基 礎的

資料1学 習 カー ド な知識 ・技能を身 に付 ける ことも

大切 に し,食 物学習 のたびに栄養

的な見方を少 しずっ取 り上 げて き

た ことが,本 時の学習 の土 台 とな

った。
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資料2児 童の感想よ り
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IV研 究のまとめ と今後の課題

本年度 は 「主体的 に実践す る児童の育成」を研 究のね らい とし,そ れを達成す るために題

材の配列の工夫を し,教 材 ・教具や学習資料の工夫 ・改善 を図 り授業を行 った。

・題材 の配 列 にっ いて は,年 間を通 して系統 的 に学習 が深め られ るよ う配慮 し,児 童が興

味 ・関心を もって学べ るよ うに工夫 した。

・教材 ・教具 にっいて は,で きるだけ視覚や感覚 に訴 える もの を工夫 した。

・授業 の展開にっいては,体 験で きる場面 を設定 し児童が楽 しく参加 し,主 体 的に取 り組む

ことが で きるよ うに した。

これ らの ことによ り,家 庭生活 での実践 に対す る意欲 も高 まり,自 分 の生活 を見直 して い

こうとす る態度が み られた。

15学 年 分 科 会 の ま とめ

・ 「考 え よ う!お や つ 」 の学 習 で は ,ゆ うち ゃん との 手紙 の や り と りを通 して 自 らの お や

つ の と り方 を見 直す こ とが で き,課 題 意 識 を もっ ことが で きた。

・ワー ク シー トや チ ェ ッ ク リス トで 興 味 ・関 心 を も って ま とめ る こ とに よ り
,基 礎 的 ・基 本

的 な知 識 を身 に付 け る こ とが で き た。

・発 表 の仕 方 を工 夫 し交 流 す る こ とに よ り,実 践 しよ うとす る意 欲 を 高 め る こ とが で き た。

26学 年分科会 のまとめ

・体験 的活動 を充実 させた ことは,課 題がっかみやす く具体的で効果 があ った。児童 は意欲

的に取 り組 み楽 しく学 習す る ことがで きた。 その ことによ り,家 庭 で実践 しよ うとす る意

欲 を高 め ることがで きた。

・普段,児 童が食べてい るものを教材化 する ことによ り,実 生活 に基づ いた経験がで きた。

また,授 業 と実生活 が一致 し,食 生活 にす ぐ役立て ることがで きた。

・品質表示 を見 るなど,品 物の選 び方の観点が深め られ,消 費者 としての態度が芽ばえ た。

3今 後 の課題

・自分の課題 につ いて は興味を もち意欲的 に学習 してい くが ,他 の課題 にっ いての関心や理

解が やや低 いため,今 後,意 見 の交流の仕方や発表の仕方 を更に工夫 し,学 習の質を高め

て い く必要が ある。

・児童の実践意欲 を高め主体 的に取 り組む ための教材 ・教具
,指 導法 につ いて は,他 の題材

で も,更 に工夫 して い く必要が ある。

・評価 については重点 をおいて研究 を進 めるまで には至 らなか ったが
,学 習の結果だ けで な

くその学 習過程 を評価 する こと も大切だ と考え,座 席表を利用 した評価方法を工夫 した。

しか し,更 に検討す る必 要が あ る。
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